

























































































































































































































































































































































































































































































































































































そ の 問 い に 次 の よ う に 応 え る 。
若其不レ然且当二安忍深修三二昧一。行成力著為レ化不レ晩。大論云、菩 薩 以 レ 度 レ 人 為
レ 事 。 云 何 深 山
自善)答日、












安 忍 ・ 三 昧 に よ っ て 力 を 獲 て か ら で も
遅くはない。深山居住は身を遠くしても心までは離れていない。もし六根 清 浄 と な れ ば 、
初依の人となり説法が可能となる。そして、





増 賀 は 『 摩 詞 止 観 』 の こ う し た 論 理 を 踏 ま え て 多 武 峰 へ 籠 居 し 、
そ
こ で










そ れ で は 、
増 賀 の 多 武 峰 籠 居 の 社 会 的 影 響 は い か な る も の で あ っ た の
か。増賀を多武峰に招請したのは、
藤原師輔の第八男高光である(46)。






































































そ う し た 「 市 聖 」 ( 52
)としての性格がよく表れ
て い る 。
口には常に名号を唱え、
他者にも称名
念 仏 を 勧 め た こ と か ら 、
天下の人は空也を「阿弥陀聖」
と 呼 ん だ 。 鴨 川 で 遺 骸 の 葬 送 を 行 っ た 際
に も 、 「 灌 油 而 焼 、
溜 阿 弥 陀 仏 名 ― 焉 」 ( 53 ) と 阿 弥 陀 仏 の 名 を 唱 え
て い る 。
重 松 明 久 は 、
空 也 が こ う し た 活 動 を し た 要 因 に 、













る 弊 を 改 め 、
空観による実践法を示す」(55
)点 に 主 眼 を 置 く 。 論 拠 と す











衆 の な か に 入 る 原 動 力 を 提 供 す る の で は な く 、
山に入る必要性を否定す
る の で あ る 。 そ の た め に 空 也 は 、
深山に籠居する必要性を感じなかった
のだろう(57
)。 空 也 に つ い て は 史 料 が 限 ら れ て い る た め 推 察 の 域 を で な
いが、
いずれにしてもこの
非 行 非 坐 三 昧 を 主 眼 と し た た め
に、






五四）以降に遁世し摂津箕面寺（瀧安寺）に入寺した(58)。したがって千 観 は 、
空也とは異なり遁世僧に定位できる(59





















































毎年千束の稲を供給していた 記す史料 あり、千観の馬貸しはこうした出挙によって賄われ い と思われる(65) これも、遁世後の が民衆教化を行 証左のひとつといえよう。
そして、箕面寺は勝尾寺の西南に位置するが、勝尾寺が北摂津の山門




















































































































名 利 へ の
執着を自省する態度が最晩年まで保たれた様子を伝える。
源 信 に は 、
深
山 幽 谷 を 求 め た 増 賀 と の こ う し た 共 通 点 が 多 数 確 認 で き る 。



















































な わ ち 心 的 な 遁 世 を 促 し て も い た 。
要するに、










最 終 的 に 権 少 僧 都 を 辞 し て 横 川 へ 遁 世 し た
の は 、






遁 世 観 を 確 認 し た
い。
保 胤 は 著 書 『 池 亭 記 』 に お い て 、
深山について次

















こ こ で 保 胤 は 、
実際に深山幽谷に身を置かずに心身の静閑性を獲得し
て い る 。
官職を厭う姿勢も、
そこで付与される名利名聞を斥ける態度も





四 ） に 、
律 令 政 治 の 復 活 を 目 指 し た 花 山 天 皇 の 政 治 改 革 に 加 わ っ
て い る (
80 ) 。
そ し て 、
右 の 引 用 文 の す ぐ 後 に は 次 の よ う に 記 し た 。
唐 の 白 楽 天 は 累 代 の 師 た り 、
詩句に長じて仏法に帰するを以てなり。




















































































































































































































仏教 の 成 立 と 展 開 」 （ 同 書







平 「 浄 土 教 研 究 の 課 題 」 五 一 頁 。
(5)
石 田 瑞 麿 「 遁 世 に つ い て ー そ の
理想像、玄賓を 通 し て ー 」 （ 中 村 元 博 士 還 暦
記念会編『インド思想と仏教』春秋社、一九七三年）、西山厚「鎌倉期における遁世の論理」（岸俊男教授退官記念会編『日本政治社会史研究』下、塙書房、一九八五年）。
(6)






















伊 勢 貞 丈 『 条 々 聞 書 貞 丈 抄 』 巻 五
（ 『 続 々 群 書 類 従 』第七輯、法制部二、七














































































































































































































































― 二 八 頁 上 段
） 。
( 38 ) 『 多 武 峯 略 記 』 上 ‘
―二八頁下段。
( 39 ) 平 林 「 増 賀 の 多 武 峰 隠 棲 前 後 」 六 八 S 九 頁
（ 初 出 一 九 六 三年）。
(40 ) 『 摩 詞 止 観 』 巻 四 下 、 「 静 処 閑 居 」 （ 『 大 正 新 脩 大 蔵 経 』第四六冊、 四 二 頁 b ) 。(41)『摩詞止観』巻七下、「能安忍」（同右、九九頁C)。(42)『多武峯少将物語』（『新校群書類従』巻四八二、ニニ0頁上段
）。当該期の









高 光 と 増
賀ーとくに多武峯仏教
との関連をめぐってー」（『仏教文学』第一〇集、仏












よ っ て 備 わ る 教 化 能 力 が 、
その網から衆生を救うと説明する。
( 45 ) 『 摩 詞 止 観 』 巻 七 下












(47)『多 武 峯 略 記 』 上 ‘
―二八頁上段。
(48)同右、一三









( 52 ) 「 沙 門 空 也 」 『日本往生極楽記』第
十七









求 索 般 若 」 と あ る 。
以 下 、 非 行 非 坐 三 昧 の 説 明 も本
書を参 照 。
( 55 ) 重 松
「往生伝よりみた浄土教の展開」二七0頁
。

























二 0 0 0 年 。
初 出 一 九 八 一 年 ） 。














































































、 『 仏 教 史 研 究 』 第 七 号 、
龍 谷 大 学 仏 教
史研究会、






一 九 六 0 年 、




一 九 七 九 年 、
一 九 一
s
二 頁 ） 。
以下
断 ら な い 限 り 、
本 文
中の引用も本 ペ ー ジ 。

















収録され て い た 『 金 龍 寺 縁 起 』の全文を掲 載 し て いるため、
本 史 料 は こ こ






























」 （ 『 大 正 新 脩 大 蔵 経 』
第四六冊、
九 九 頁 C ) 。
(69)源信
が 催 し た 講については、
堀大慈「源信における講運動の立場ーニ十五
三昧会と霊山院釈迦講ー」（『京都女子学園研究紀要』第一0号、仏教文化研 究 所 、
一 九 七 九 年 ） 参 照 。
(70)「榜厳院の源信僧都」『法華験記』巻下、第八十三（『往生伝法華験記』
一
六 0 頁 ） 。
( 71 ) 同 右 、
一五九S六0頁。
(72)同右、





















( 75 ) 『 白 骨 観
』
（『恵心僧都全集』




」 『 今 昔 物 語 集
』
巻 十 九 ノ 十 四




( 77 ) 石 田 『 源 信
』
日本思想大系六、二 四 六 頁 。












（ 新日本古典文学大 系 二 七 、 岩 波 書 店 、 一 九 九 二 年 、 九 一 頁 ） 。









岩 波 書 店 、 一 九 七 四年）参照。





( 82 ) 『 池 亭 記
』














会 文 化 研 究 科 、 一 九 九 八
年）参照。
(83) 太 田 次 男 「 総 論 白 居 易 及 び そ の
詩 文 の 受
容を続って























巻 三 十 、 三 0 一 八 番
（ 顧 学 頷 校 点




古 典 文 学 基本叢書、
中 華 書 局 、 一 九 七 九年、六八0 頁 ） 。
(86)前半生の老荘
思想から後半生の仏教








































合 学 会 、 二 0 一 八年）





































」 し た た め 、
国 家 か ら は
「 好
意 的 に 受 け 取 ら れ
」なかったという。
（龍谷大学非常勤講師）
- 30-
